




































 

3-3.平面横断計画 

決定した計画敷地高FH=81.4ｍにて、敷地配置計画と周辺現況との取合いについて検

討を行った。なお、敷地南側の市道黄檗山手線を地下で横断しているボックスはコント

ロールポイントとなる。計画概要は以下のとおり。 

 

・敷地西側（盛土部）：配置計画が開発境界に近い位置となるので直擁壁構造 

・敷地東側（切土部）：以下の2案作成 

(1)全擁壁案 

(2)擁壁+土羽構造案 
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(2) 擁壁+土羽構造案 

西側擁壁は全擁壁案と変わらないが、切土部である東側について土羽構造とした案。 

法面勾配は、地盤調査結果より現況地盤が盛土によって形成されているため、埋土扱

いとし、30°以下である1：1.8（29°）とした。 

現配置計画では、建物位置との離合が確保できないため、車両通行ができない。 

以下に計画平面図および代表横断図を添付する。 

 

 

                   平面図 
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